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閏凰、田
ま方路そるをふ約た長多
す々清ん私守さ 1 ゜い摩
゜ と 流 な た つ わ 万 ま 間 川
ぜイ月願ちたし立た‘か
ひべ間いのりい方‘穀ら
こンとを責‘財，腎崖因倉の
参卜しこ任元産も線月雌水

雙嘉盃翌互皇名腐閃翌畠
だ画民 10 °に゜きケしみ
さし団月市もこ水下てで
いて体をでどのがな栄‘
゜いの水はすよあどえ日

市
制
35
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
み

ど
り
と
水
の
郷
づ
く
り
に
向
け
て
」
と

題
し
て
学
識
経
験
者
等
を
招
き
パ
ネ
ル

小
・
中
学
生
が

清
流
へ
の
思
い
を

描
き
ま
し
た
。

▽

H
時
1
1
9
月
28

日
①
ー
10
月
3
0
日

②
午
前
8
時
30
分

ー
午
後
5
時
※
土

曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く

▽
会
場
11
市
役
所
l
階
ロ
ビ
ー

お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
程
1110
月
3
日
山
※
小
雨
実
施

▽
集
合
11
午
前
9
時
50
分
に
①

8
野
駅

北
区
画
整
理
地
入
口
②
サ
ン
ク
ス
日
野

新
町
店
前
③
関
東
電
気
保
安
協
会
前

9
賣
料
館

緑
と
水
を
中
心
と
し
た
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体
の
資
料
、

研
究
内
容
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
1110
月
5
8①
S
1
6
H②
午
前

8
時
30
分
S
午
後
5
時
※

16
日
は
午
前

中
の
み
。
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
101
会
議
室

ジ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

魚
類
等
を
水
槽
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
9
月
28
日
①
ー
10
月
30
日
②

午
前
8
時
30

分
ー
午
後
5

時
※
土
曜
・

日
曜

H‘

祝

日
を
除
く

▽
会
場
11
市

役
所
1
階
口

ビ
ーン

デ
イ

栄
町
、
新
町
界
隈
の
日
野
用
水
上
堰

。

の
参
加
を
＼

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1110
月
24
日
山
午
後
1
時
S
4

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

浅
川
源
流
を
散
策
し
ま
す
。
流
域
の

現
状
を
確
認
し
、
流
域
が
抱
え
る
課
題

や
問
題
点
を
考
え
ま
す
。

▽
日
時
1110
月
25
日
①
午
前
8
時
30
分

ー
午
後
5
時
予
定
※
雨
天
実
施

▽
集
合
11
午
前
8
時
30
分
に
市
役
所
地

下
駐
車
場

▽
定
員
1130
人
（
先
着
順
）

▽
費
用
11500
円

▽
申
込
み
1110
月
1
日
困
か
ら
緑
と
清

流
課
ヘ

緑
と
清
流
課



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

市
税
の

．．．．．．．． 

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
と
は
、
納
税
者
に
代
わ
り
・
貯
金
通
帳
と
通
帳
印
②
納
税
通
知
書

金
融
機
関
が
指
定
口
座
か
ら
税
金
を
自
を
添
え
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申

動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
す
る
制
度
で
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
が
な
い
場

す
。
一

度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
毎
年
継
合
は
市
役
所
納
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

続
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
税
を
申
し
込
み
後
、

「
口
座
振
替
開
始
の

忘
れ
た
り
、
忙
し
く
て
納
税
で
き
な
か
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
口
座

っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。
振
替
の
開
始
は
申
し
込
み
の

2
カ
月
後

ま
た
、
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
や
市
役
の
納
期
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

所
へ
行
く
必
要
も
な
く
、
納
税
通
知
書

の
紛
失
等
に
よ
る
ト
ラ
プ
ル
も
防
げ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

口
座
振
替
で
き
る
市
税

①
個
人
の
市
民
税
・
都
民
税
（
普
通
徴

収）

②
固
定
資
産
税

．
都
市
計
画
税
③

軽
自
動
車
税
④
国
民
健
康
保
険
税

口
座
振
替
で
き
る
口
座

市
内
の
金
融
機
関
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

①
預
金

申
込
方
法

①
普
通
預
金
口
座
②
当
座
預
金
口
座
R

納
税
準
備
預
金
口
座
④
郵
便
貯
金
口
座

広報こ駐0

●必要書類一覧

第 951号 9/15

対象 必要なもの ヽ

身体障害者 身体障害者手帳

精神薄弱者 愛の手帳

輯 ⑦＇雷噂濃［ ）戦傷病者手帳

原爆被爆者 被ま爆た者は認健淀康手管理帳手と認当定証書明書

生活保護世帯 保護開始決定通知書

児手当受給世帯 児童扶養手当証明

.18日
か
ら
受
け
付
け
開
始

碩
竺
無
料
乗
車
券
の
更
新

都
営
交
通
無
料
乗
車
券
は
、
1
0
月
1

方
は
、

9
月
1
8
日
②
以
降
に
、
市
役
所

日
困
に
更
新
し
ま
す
。
有

効

期

限

が

9

2

階

障
害
福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を
し

月
3
0
日
困
ま
で
の
乗
車
券
を
お
持
ち
の
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
規
の
方
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
方
（
シ

ル
バ
ー
パ
ス
所
持
者
を
除
く
）
は
、
こ

の
機
会
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

11
写
真
l
枚

（縦
4
丑
え

横
3
[
）
、
印
鑑
、
証
明

書
類
※
別
表
参
照
、
更
新
の
場
合
は
旧

乗
車
券

▽
問
合
せ
先
1
1
障
害
福
祉
課
福
祉
係

28
日
に
年
金
健
康
保
険
の

丸

無
料
街
頭
相
談

市
と
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
と
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
街
頭
相

談
所
を
設
け
ま
す
。
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
の
し
く
み
や
各
種
届

け
出
の
方
法
な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
H
時
1
1
9
月
28
日
①
午
前
1
0
時
ー
午

後
4
時

▽
会
場
1
1
J
R
豊
田
駅
北
口
階
段

t

▽
問
合
せ
先
11八
王
子
社
会
保
険
事
務

所

(
6
0
4
2
6
.
2
6
.
3
5
1
1
)

／
市
保
険
年
金
課

住
宅
・
土
地
統
計

調
査
に
こ
協
力
を

10月
1
日
困
、
全
国

一
斉
に
住
宅

・

-
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
住
宅
と
そ
こ
に
居
住

す
る
世
帯
、
世
帯
の
保
有
す
る
土
地
等

の
実
態
を
把
握
す
る
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
都
、
市
の
住
宅

建
設
計
画
、
都
市
計
画
、
環
境
整
備
計

画
な
ど
の
立
案
の
た
め
の
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

9

月
下
旬
か
ら
知
事
の
任
命
し
た
調
査
員

（
調
査
員
証
を
携
帯
）
が
調
在
票
を
持

っ
て
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
柄

は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
う
も

の
で
、
ほ
か
に

一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
11
企
画
調
整
課

こ
と
ば
の
遅
れ
相
談

子
供
の
言
業
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は

以
上
▽
問
合
せ
先
1
1
個
人
の
市
民
税
と
ご
不
安
な
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
専
門

．
都
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産
の
相
談
員
（
言
語
治
療
士
）
が
お
話
を

税
．
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
に
つ
う
か
が
い
、

言
菓
の
遅
れ
に
つ
い
て
正

い
て
は
…
納
税
課
／
国
民
健
康
保
険
税
し
い
知
識
と
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

に
つ
い
て
は
…
保
険
年
金
課
保
険
税
係
▽
日
時
1
1
毎
月
第
4
月
曜

H
午
前
1
0
時

■増
改
築
か
ら
小
さ
な
修
繕
工
事
ま
で

大
エ
さ
ん
・
職
入
さ
ん
を
紹
介

住
ま
い
を
増
改
築
し
た
い
け
れ
ど
大
お
考
え
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

工
さ
ん

・
職
人
さ
ん
の
心
当

た

り

が

な

▽

手

順

II
①
産
業
振
興
課
へ
施
工
に
つ

い
、
小
さ
な
修
繕
工
事
を
ど
こ
に
頼
ん
い
て
相
談
・
申
し
込
み
②
市
内
業
者
が

だ
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
の
登
録
し
て
い
る
組
合
に
あ
っ
せ
ん
③
業

た
め
に
、
市
で
は
住
宅
相
談
窓
口
を
開
者
と
の
相
談
・
見
積
も
り
・
契
約
・
施

設
し
、
市
内
の
建
設
組
合
を
通
じ
て
業

工
④
業
者
へ
の
代
金
支
払
い
⑤
業
者
か

者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ら
産
業
振
興
課
へ
報
告
書
を
提
出

台
所

・
ト
イ
レ
等
の
増
改
築
な
ど
を
▽
問
合
せ
先
1
1
産
業
振
興
課

ー
午
後
2
時

▽
会
場
1
1
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
社
会
福
祉
協
議

会

(6
582
.、
2
3
1
9
)

あ
り
が
と
う
ご
、
さ
い
ま
し
た

緑
の
募
金
が

274万
円
に

4
月
1
日
か
ら

5
月
3
0
日
ま
で
行
わ

れ
た
緑
の
募
金
の
総
額
が
、

274
万
7
千

468
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
首

都
緑
化
推
進
委
員
会
へ
納
入
後
、
閲
8

野
市
環
境
緑
化
協
会
に
還
元
さ
れ
、
花

苗
の
配
布
な
ど
市
内
の
緑
化
推
進
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

▽ ▽ / ／ 円私 市円 ▽
担協市 ー／ 立立 ／ 募 ら
当力役般団幼 小老 金
II II 所 ・体稚・人 内
緑（財）機街・園中ク訳
と日関頭 事 ・学ラ II

清野 ：募業保校ブ自
流市 14金所育： ：治
課環万： ：園 2 18会

境 5 29 91 :万万：
緑千万万 4 1 2 113 
化 3918 6 万千千万
協円千千 4824 220 8 
会 975 149千円円千

円円 783/ / 126 ▲皆さんの善意が緑の町ヘ・

■市
立
総
合
病
院

▽
職
種
・
募
集
人
数
11
看
護
婦

・
准
看

護
婦
…
若
十
人

▽
応
募
資
格
1
1
2
2
歳
ー
45
歳
の
健
康
な

有
資
格
者

▽
勤
務
時
間
11
午
前
8
時
3
0
分
ー
午
後

4
時

▽
勤
務
内
容
1
1
外
来
勤
務

▽
給
与
1
1
時
給
1
千
440
円

▽
応
募
方
法
11
履
歴
書

（
写
真
添
付
）

及
び
資
格
証
の
写
し
を
市
立
総
合
病
院

(-T191
ー

0

0
6
2
多
摩
平
6
の
1
の

l
)

へ
郵
送
か
持
参

▽
問
合
せ
先
1
1
市
立
総
合
病
院

.
2
6
7
7
)
 

臨
時
職
員
募
集

■特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浅
川
苑

▽
職
種

・
募
集
人
数
11介
護
職
員
…
若

干
人

▽
応
募
資
格
1140
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

▽
勤
務
日

11勤
務
表
に
よ
る

▽
勤
務
時
間
1
1
①
早
番
…
午
前
7
時
か

ら
②
日
勤
…
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
③
遅

番
…
午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら

▽
給
与
11
日
額
7
千
200
円

▽
応
募
方
法
11
9
月
2
2
日
因
ま
で
に
履

歴
書

（
写
真
添
付
）
を
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
浅
川
苑
（
高
幡
864
の
4
)

へ
持

参▽
問
合
せ
先
1
1
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

浅
川
苑

(6
5
9
3
.
1
1
6
5
)

(6
581 

•
和
o
o

▽
17
日
11
東
京
都
三
多
摩
地
域
廃
棄
物

広
域
処
分
組
合
理
事
会
（
自
治
会
館
）

に
出
席
▽
1
8
B
1
1
市
長
相
談
日
(
3
件
）

▽
19
日
11
庁
舎
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン

・
サ
ー
ビ
ス
で
案
内
、
日
野
駅
中
央
改

札
口
新
設
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
総

会
（
日
野
駅
北
土
地
区
画
整
理
組
合
事

務
所
）
に
挨
拶
▽
2
0
B
11
生
涯
学
習
推

進
本
部
会
議
（
庁
内
会
議
室
）
に
出
席
、

日
野
地
域
保
健
協
議
会
（
生
活

・
保
健

セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
、
子
ど
も
ご
み
探

検
隊
修
了
証
交
付
式
（
庁
内
会
議
室
）

に
挨
拶
▽

21
日
1
1
東
京
都
市
長
会
議
・

研
修
会
・
全
体
会
（
箱
根
町
）
に
出
席

▽
23
日
11
環
境
基
本
計
画
市
民
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
全
体
会
（
庁
内
会
議
室
）

に
挨
拶
▽

24
日
1
1
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
臨
時
株
主
会
•
取
締
役
会
（
同
社
）

に
出
席
▽

25
日
1
1
福
祉
事
業
団
理
事

会
、
市
政
経
営
懇
談
会
（
庁
内
会
議

室
）
に
出
席
▽
2
6
日
11
多
摩
川
架
橋
及

び
関
連
道
路
整
備
促
進
に
関
す
る
要
請

行
動
（
東
京
都
・
建
設
省
）
▽
27
ー
28

日
11
自
治
体
農
政
総
合
研
究
会
で
講
演
、

H
野
新
選
組
展
資
料
協
力
者
訪
問
（
京

都
市
）
▽
3
0
B
11災
害
対
策
本
部
員
の

参
集
訓
練
（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
で
訓
示

▽
31
日
11
市
内
の
長
寿
者
を
お
祝
い
訪

問
、
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
市
消
防
士
表
敬
訪

問
（
庁
内
会
議
室
）
に
挨
拶
、
定
例
記

者
会
見
（
庁
内
会
議
室
）

.f
讚

週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
飼
っ
て
い
る

動
物
や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
9
月
19
日
田
午
前
1
1
時
＼
午

後
4
時
3
0
分
、
2
0
日
①
午
前
1
0
時
＼
午

後
4
時

▽
会
場
1
1
上
野
公
園

▽
内
容
1
1
愛
犬
の
し
つ
け
教
室
、
盲
導

犬
・
聴
導
犬
の
演
技
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
束
京
都
衛
生
局
動
物
管

理
係
(
6
0
3
.
5
3
2
0
.
4
4
1
2
)

■水
源
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

▽
日
時
1
1
1
0
月
4
日
①
※
午
前
9
時
3
0

分
西
武
狭
山
線
西
武
球
場
前
駅
集
合

▽
内
容
1
1
村
山
下
貯
水
池
（
ご
み
収
集
）

ー
山
口
貯
水
池
（
水
質
実
験
）
ほ
か

▽
対
象
1
1
都
営
水
道
使
用
地
域
の
小
学

生
と
保
護
者

▽
申
込
み

1
1
9
月
2
2
日
因
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
東
京
都
水
道
局

浄
水
部
管
理
課
(
〒
163ー

8
0
0
1
住

所
不
要
6
0
3
.
5
3
2
0
.
6
4
3

7
)

へ

■秋
の
水
道
施
設
見
学
会

▽
内
容
・
日
程
1
1
小
河
内
貯
水
池
か
ら

東
村
山
浄
水
場

(
A
コ
ー
ス
）
…
1
1
月

1
0
8
(
／
水
源
林
散
策
コ
ー
ス

(
F
コ

ー
ス
）
…
1
0月
2
8日
困
•
3
0
8②
※
い

ず
れ
も
午
前
9
時
J
R
立
川
駅
集
合
。

午
後
5
時
解
散
予
定

▽
対
象
11
都
営
水
道
使
用
地
域
の
小
学

生
と
保
護
者

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
8
日
因
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
伯
用
裏
面

に
希
望
コ
ー
ス
名
、
希
望
日
、
参
加
者

全
員

(
4
人
ま
で
）
の
住
所

・
氏
名

・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し、
東
京
都
水

道
局
広
報
課
(
〒
163
1
8
0
0
1
住
所

不
要
6
03
.
5
3
2
0
.
6
3
2
6
)
へ

■
「
都
民
劇
場
」
秋
の
会
員
募
集

都
民
劇
場
は
、
演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
歌
舞
伎
な
ど
を
手
ご
ろ
な
料
金
で

鑑
賞
で
き
る
会
員
制
の
団
体
で
す
。
来

年
3
月
ま
で

500
円
で
入
会
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
圏
都
民
劇
場
(
6
0
3
.

3
2
8
9
.
4
6
2
1
)
 

■都
立
日
野
台
高
校
公
開
講
座

▽
日
時
1
1
1
0
月
3
日

は
・

1
7日

山
•
3
1

日
山
、
1
1
月
14
日
田
午
後
2
時
S
4
時

30
分

▽
会
場
1
1
都
立
日
野
台
高
校

▽
内
容
1
1
世
界
の
神
話

"1

▽
定
員
1
1
4
0
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

▽
申
込
み

1
1
9
月
2
2
日
因
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
都
立

H

野
台
高
校
公
開
講
座
係
(
〒
1
9
1
1
0
0

6
1
大
坂
上
4
の

16
の
1
6
5
8
2
.
2
5

ー

1
)

へ

■都
立
日
野
高
校
公
開
講
座

▽
日
時
1
1
1
0
月
9
日
S
1
1
月
2
0
日
の
毎

週
金
曜
8
午
後
6
時
S
8
時
※
最
終

H

は
午
後
5
時
15
分
S
8
時
15
分

▽
会
場
11都
立
日
野
高
校

▽
内
容
11
健
康
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
（
腰
痛

防
止
、
腹
式
呼
吸
を
マ
ス
タ
ー
ほ
か
）

▽
定
員
1
1
4
0
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

▽
費
用
1
1
7
5
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

▽
申
込
み
1
1
9
月
2
2
日
因
（
必
着）

ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
都
立
日
野

高
校
公
開
講
座
係
(
〒
1
9
1
1
0
0
2
1

石
田
190
6
5
8
1
.
7
1
2
3
)

へ

■都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

▽
内
容
•
8

時
1
1①
材
料
・
構
造
力
学

…
10
月
2
日
②
午
後
6
時
30
分
か
ら
／

②
計
算
機
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
・
・
1
0
月
5
日

①
午
後
6
時
か
ら
／
③
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
入
門
…
10
月
8
日
困
午
後

6
時
か
ら
／
④
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
・
・
1
0
月
12
日
①
午
後
6
時
15
分
か

ら
▽
会
場
1
1
都
立
科
学
技
術
大
学

▽
定
員
11
①
20人、
②
③
30
人、
④
25
人

▽
費
用
1
1
1
千
500
円
S
4
千
200
円

▽
申
込
み

11
①
は
9
月
2
0
日
①
、

②
は

25
日
②
、

③
は
28
日
由、

④
は
10
月
1

日
因
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
都
立
科
学
技

術
大
学
公
開
講
座
係
(
〒
1
9
1

ー

0
0
6

5
旭
が
丘
6
の
6
6
5
8
5
.
8
6
0
7
)

ヘ

一 清流は一人ひとりの思いやり R 
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離
乳
食
教
室

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以
外
の

食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣
を
付
け
る

準
備
と
し
て
、
離
乳
食
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
0
月
1
3
H因
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分

．

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
講
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
平
成

10
年
5
月

1
H
ー
6
月
30
日
生
ま
れ
）

と
親

▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

生
活
習
慣
病
講
演
会

生
活
習
慣
病
と
は
ど
ん
な
病
気
か
。

そ
の
予
防
法
な
ど
全
般
に
つ
い
て
、
公

衆
衛
生
の
専
門
医
が
講
演
し
ま
す
。

一

へ
9
歳
に

,

'!
i
i
ì
!！
 

成
田
裕
太
郎
く
ん
（
な
り
た
・
ゆ
う

^
•
な
り
ま
し
だ

た
ろ
う
。
平
成
9
年
9
月
1
日
午
後

4
時
26
分
生
ま
れ
。
父
・
俊
充
さ
ん
、

母
・
早
苗
さ
ん
。
旭
が
丘
在
住
）

納
豆
が
大
好
き
で
、
そ
の
ま
ま
良

く
食
べ
る
そ
う
で
す
。
ド
ア
や
ふ
す

ま
を
開
け
た
り
閉
め
た
り
、
ボ
ー
ル

遊
び
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

齋
藤
あ
き
ほ
ち
ゃ
ん
（
さ
い
と
う
・

あ
き
ほ
。
平
成
9
年
9
月
1
日
午
前

6
時
10
分
生
ま
れ
。
父
・
基
さ
ん
、

母
•
朝
子
さ
ん
。
川
辺
堀
之
内
在
住
）

テ
レ
ビ
番
組
の
体
操
の
お
兄
さ
ん

が
好
き
で
、

一
緒
に
リ
ズ
ム
に
の
つ

て
体
を
動
か
し
ま
す
。

3
歳
上
の
お

保健・医療

起コ疇
姉
ち
ゃ
ん
の
分
も
食
べ
て
し
ま
う
ほ

お
う
せ

し

ど
、
食
欲
旺
盛
で
す
。

■ね
こ
の
適
正
飼
育
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
1
1
1
0
月
17
日
山
午
後
1
時
30
分

¥
4
時
30
分

▽
会
場
11
南
多
摩
保
健
所

▽
内
容
11
室
内
飼
育
の
勧
め

▽
対
象
11
こ
れ
か
ら
猫
を
飼
う
方

▽
申
込
み
1
1
9
月
30
日
困
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
か

F
A
X
で
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
質
問
を
記
入
し
、
南
多
摩

保
健
所
獣
医
衛
生
担
当
(
〒

2
0
6
1
0
0

2
5
多
摩
市
永
山
2
の
1
の
5
／
回
042

ヘ

5
 

•7.6697 

3
 

■難
病
検
診
（
神
経
系
疾
患
）
と
療
養

相
談

▽
日
時
1
1
1
0
月
29
日
困
午
後
1
時
30
分

S
3
時
30
分

▽
会
場
11
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
担
当
医
11
須
田
南
美
氏
（
都
立
神
経

病
院
医
師
）

の
お
知
ら
せ

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
1
0
月
9
日
②
午
後
1
時
30
分

ー

3
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
張
替
直
基
氏
（
南
多
摩
保
健

所
医
師
）

▽
定
員
1
1
8
0
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

■介護保険で受けられるサービス費用

要介護度 身体の状態
サーピス費用
限度額（月額）

要支援
日常生活の能力は基本的にあるが、

6万円1, 入浴、衣服着脱などで毎日 1回の介護が必要。

I 
立ち上がりや歩行が不安定。

14~ 16万円
在

衣服着脱、掃除などで毎日1回の介護が必要。

宅 II 起食事き、上排がせりつも、入自浴力なでどはで困毎難日。1回の介護が必要。 17~ 18万円
要

介 ＾ ) 1 

皿 起毎き日上がり、寝返りが自力ではできない。 21 ~27万円2回の介護が必要。
護 護 日常生活の能力はかなり低下、意志疎通がでN~ 

きない人もいる。1日3~4回の介護が必要。
23万円

V 芦に頼舌全る般。lにわたり部分的または全面的な介護 23~29万円
日5~6回の介護が必要。 ‘~) 

！ 
特別養護老人ホームに入所した場合 29万円

要介護 老人保健施設に入所した場合 32万円

療養型病床群に入院した場 合 ’s 43万円

R費用（さ平成 7年度価格で、厚生省の試算。今後、審議会を経て決まるので、変わるこ

とがあります。利用者は、表の金額の 1割を自己負担します。施設に入所した場合は、

1割の自己負担の以外に食事代 ・日用品代なども負担することになります。

9月後期休日診療医
診療時間：午前 9時～正午

午後 1時～ 5時

認
定
さ
れ
た
方
の
要
支
援
・
要
介
護

度
区
分
ご
と
の
身
体
の
状
態
、
及
び

1

要
支
援
・
要
介
護
度
区
分
こ
と

の
状
態
像
及
び
給
付
限
度
額

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設

▽
対
象
11
手
足
の
力
が
衰
え
た
り
や
せ

細
っ
て
い
る
、
体
が
裳
え
た
り
動
き
が

鈍
い
等
の
症
状
の
あ
る
方
と
神
経
系
難

病
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

※
交
通
事
故
・
脳
卒
中
の
後
遺
症
の
方

は
除
き
ま
す
。

▽
定
員
1
1
6
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

症
状
を
も
と
に
決
定

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
9
日
鉗
ま
で
に
南
多

，
ー

し

摩
保
健
所
保
健
指
導
係

(6042.371.

7
6
6
1
)

へ

9
月
1
日
か
ら
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
「
高
幡
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

H
野
市

医
師
会
に
よ
る
も
の
で
、
訪
問
看
護
婦

が
、
各
家
庭
の
在
宅
療
養
の
お
手
伝
い

に
伺
い
ま
す
。
詳
細
は
、
気
軽
に
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
高
幡
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

(
6
5
9
1
.
1
5
8
0
)

9
 .
.
.
.
.
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•
1
•
1
•
1

・

1
•
1
•
1
•
1
•
I
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•
1
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介
技
保
険
制
｀
反
②

濯

R 小笹医院（内・児科） 松田整形外科医院（整油）
多摩平6-36-l O tt58 l -2204 百草999281 -201 ff593-B 175 

r I 

日野台診療所（内・児・外科） 日野田中病院（内肩・放科）
日野台4-26-l 6 ft58 l -6 l 75 豊田3-40-3ft584-525 l 

i 
団―--

工

8 至日野

至●田駅

くちら整形外科（整・殖斗） 小林医院（児・内科）
日野台5-l 9-2 i:!583-651 5 豊田4-34-4i:!581-0433 

；至

きょうは、「敬老の日」です。

多年にわたり社会に尽くされてき

た高齢者を敬愛し、長寿を祝う日

です。市では、高齢社会を積極的

に受け入れ、高齢者が誇りを持っ

ていきいきと暮らせる地域社会を

H指しています。市民の皆さんで
協力していきましょう。

「敬老の日」を前に、高齢の方を

市長がお祝い訪問しました。

栄町にお住まいの廣島ハナさん

（写真右）は、明治28年生まれ、

11月に満103歳をお迎えです。小笠

原で生まれて、昭和11年から8野
••I•I—•I•I.I•I•I•I•I•I•I•I•I•I-

カ月ごとの給付限度額は、表のと

おりです。

居宅サービスについては、サー

ビスの種類ごとに介護報酬単価が

定められますので、利用者は給付

限度額の範囲内で、自由にサービ

スの種類や量を選択することがで

きます。しかし、特定のサービス

に偏らないようにするため、グル

ープ化した

サービス区

診療日
9月15日（火）・19日（土）・20日（日）

23日（水）・26日（土）・27日（日）

診療時間 午後 7時30分～ lO時30分

診療科目 内科・小児科

場 所
日野本町 1-7-2 

生活・保健センター分室 ff584 - 1661 

市
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
雑
誌
な
ど
本

を
読
む
の
が
お
好
き
と
の
こ
と
で
す
。

お
訪
ね
し
た
と
き
は
少
し
体
調
を
崩
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
早
く
良
く
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

や
す

同
じ
く
栄
町
に
お
住
ま
い
の
千
徳
安

と
し平

さ
ん
（
写
真
左
）
は
明
治
33
年
生
ま

れ
の

98
歳
。
奥
さ
ん
を
今
年
亡
く
さ
れ

て
現
在

一
人
暮
ら
し
。
話
し
相
手
が
い

な
い
で
の
少
し
寂
し
い
そ
う
で
す
。
若

い
こ
ろ
は
船
の
貿
易
や
税
金
関
係
、
金

融
業
な
ど
の

仕
事
を
し
て

]
お
ら
れ
ま
し

t
令．

：
名
困
，
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、
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へ
い

た
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趣
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読
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か
く

じ
ゃ
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3

れ
て
い
ま
す

国0

が
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と

ぶ

尋

お
元
気
で
。
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分
（
訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
・
訪
問
入

浴
介
護
等
の
「
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
」

と
「
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
」
）
ご
と
に
給

付
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
支
援
者
を
除

く
す
べ
て
の
要
介
護
者
が
対
象
で
す
。

利
用
者
は
そ
の
費
用
の

1
割
を
負
担
し

ま
す
。

次
回
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
介
護
保
険
準
備
室
）

多摩平小児科（児科） 野田医院（整・外・皮・内科）
多摩平7-6-3ft584-6002 豊田3-27-8tt58l-0435 

i 

●休日準夜診療所

●9月後期救急病院

市立総合病院

云(581)2677

花輪病院
云 (582)0061,-..;2 

●休日歯科応急診療所

診療日
9月15日（火）・20日（日）・23日（水）

27日（日）

診療時間
午利」 9時～正午、午後 1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）

場 所
尚幡 308- 1福祉支援センター内

C・囲594-21 1 1 

宿日直予定表
（注） 診療科目は変更される場合があります。事前に

日野消防署 (ff581-011 9)へお問い合わせを。
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第 951号 9/15 第 951号 9/15

10月 3日（土）

10月4日（日）

11月 3日（祝）

10月4日（日）

10月 7日（水）

~ 11日（日）

lO月 9日（金）

~ll日(El)

‘,'-部の

即

虐
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オ
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10月10日（祝）

10月18日（日）

イテf‘
 ースン

ー．
一攀一

8-ぶ
t

lO月31日（土）

ll月 1日（日）

ll月 1日（日）

ll月15日（日）

10月17日（土）

. 18日（日）

lO月18日（円）

lO月24日（土）

t>問合せ先＝阪田 (ft583-9988)

lD月24日（土）

・ 25日（日）

ークダンス大会

直:
探訪

発表会

品展

俳俳句展［い
万漢詩展

ポーイ・ガールスカウト展

e'映像フェステイバル

噌雲謬→

lD月18日（日）

lO月25日（日）

ll月 7日（土）

ll月 8日（日）

11月13日（金）

~15日（日）

午前9時30分～午後 5時

午前lO時～午後 3時

午前ll時30分～午後4時

午前lD時～午後 6時

※ll日は 5時まで

9日→午前lD時～午後6時

lD日→午前9時～午後6時

ll日→午前9時～午後 5時

午後4時～ 8時

午後 1時～ 4時

午後 5時45分～ 8時30分

午後 2時～ 5時

午後 1時～ 5時

午前l1時～午後 4時 に浬企全堂
正午～午後 6時30分

午前lD時～午後 5時

※l8日は 4時まで

午後 0時30分～ 4時30分

午前ll時～午後 4時30分

市民会館

市民会館

七生公会堂

市民会館

午後 3時～ 8時

午前 9時～午後 5時

※25日は 4時まで

午前lD時～午後 4時

lO月25日（日） 午前lO時～午後 6時

10月25日（日） 正午～午後 5時

lO月25日（日） 午前lO時～午後 3時

※小雨実施 （京王線南平駅を10時出発）

lO月25日（日） 午後 1時～ 3堕
lO月30日（金） 午前lO時～午後4時

~l1月1日（巳） ※ー1日は 3時まで

lO月37日（士） 午前10時～午後 4時

ll 月 1 日 （ 日 ） • 3 日 （祝）※ 2 日は休館

ll月 1日（日） 午前 9時～午後 4時

~3日（祝） ※3日は 3時まで

ll月 1日（日）

~3日（祝）

ll月6日（金）～8日（日）
I ll月 8日（日）
午前］0時～午後 4時

ll月 5日（木）

~8日（日）

ll月7日（土） •8 日（日 ） i午前10時～午後 4時

午前 9時～午後 4時

午前10時～午後 5時

11月7日（土） •8 日（日 ） i午前10時～午後 4時

午後 1時～ 5時

午後 1時～ 4時

13日→午前11時～午後 5時

14日→午前 9時～午後 5時

15日→午前 9時～午後 4時

ll月13日（金）

~15日（日）

囃子・和太鼓演奏会

曲・尺八演奏会
ー'^

11月14日（土）

11月15日（日）

ll月22日（日）

13日→午前ll時～午後 9時

14日→午前 9時～午後 5時

15日→午前 9時～午後 4時

午後 2時～4時

午前l1時～午後 5時

午前9時30分～午後5時30分
上 ．．、砂埒

束部会館

市民会館

潤徳小体育館 1
当日こ自由に、フォークダンス靴で。
t>問合せ先＝榎本 (ff581-45l 9) 

七生公会堂

市民会館

南平
～平山方面

市民会館

中央福祉

センター

市民会館

市役所

1Dl会議室

市役所前

市民プラザ

高幡不動尊

市民会館

当日こ自由に。
[>問合せ先＝畠山 (ff583-9273)

9月20日（日）まで作品募集中。
t>問合せ先＝田原（ff583-5587)

9月30日（水）まで作品募集中。
1>問合せ先＝岡田 (ft59l -4623) 

lO月19日（月）まで作品蒻集中。
t>問合せ先＝伊野 (ft58l-l912) 

当日こ自由に、 弁当持参で。
[>問合せ先＝田中 (ft581-3633夜間）

9月30日（水）まで作品募集中。
I>問合せ先＝小山 （云585-1378)

lO月lO日（祝）まで作品募集中。
[>問合せ先＝吉田 (ff58l -2407) 

lO月30日（金）まで作品募集中。
I>問合せ先＝大貫（ff58l -5942) 

中央図書館 I
10月10日（祝）まで作品募集中。
1>問合せ先＝丸山 (ff58l -0086) 

10月20日（火）まで作品募集中。
t>問合せ先＝浅尾 （云584-9713)

出演は、市民オーケストラと青少年オーケストラ

出展希望者は11月13日（金）午前9時～11ら
時に会場へ搬入を。

じ問合せ先＝後藤 （云581-441l) ふ

lO月31日（土）まで作品募集中。
じ問合せ先＝園部 (H583-87l 0) 

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
力
を
出
し
合
い
、

「
男
女
平
等
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

平
等
の
ま
ち
づ
く
り
」

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
ま

三
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

日
野
市
で
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
取
り
す
。

組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
「
男
女
平
等
の

1
．
男
女
平
等
行
政
推
進
審
議
会
の
設

ま
ち
づ
く
り
」
は
、

21
世
紀
の

H
野

市

置

民
が
め
ざ
す
、
活
力
あ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
行
政
側
の
「
男
女
平
等
行
政
推
進
本

フ
リ
ー
社
会
」
の
実
現
へ
向
け
て
、
大
部
」
と
対
に
な

っ
て
男
女
平
等
行
政
を

き
な
起
爆
剤
と
な
る
も
の
で
す
。

推
進
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
「
男
女
平

「男
女
平
等
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
効
等
行
政
推
進
審
議
会
」
の
設
置
を
提
案

率
的
に
推
進
す
る
に
は
、
市
政
全
般
に
し
ま
す
。

わ
た
っ
て
、
男
性
・
女
性
の
差
別
を
な

2
．
女
性
参
画
推
進
室
に
市
民
の
起
用

く
し
、
人

（市
民
）
を
生
か
し
、
人
（
市
男
女
平
等
行
政
推
進
の
た
め
の
企
画

民
）
が
活
き
る
、
巾
民
に
開
か
れ
た
男
立
案
の
中
核
と
な
る
女
牲
参
画
推
進
室

女
平
等
行
政
推
進
シ
ス
テ
ム
の
構
染
が
に
は
、
女
性
問
題
に
造
詣
が
深
く
、
女

極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

性
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
か
つ
企

こ
こ
に
、
「
男
女
平
等
行
政
推
進
本
画
力
の
あ
る
女
性
市
民
を
嘱
託
と
し
て

部
」
を
中
心
と
す
る
行
政
と
市
民
が
、

起
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
＼

3
.
「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

女
性
参
画
推
進
室
の
創
設
に
よ
り
、

「
女
性
セ
ン
タ
ー
」
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
全

館
が
男
女
平
等
社
会
実
現
の
た
め
の
活

動
現
場
と
し
て
、
出
会
い
の
場
と
し
て
、

允
分
に
機
能
す
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
の
エ

夫
と
、
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
ハ

ー
ド
の
改
装
は
急
務
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
ソ
フ
ト
面
で
は
、
学
習
・
啓
発

事
業
に
一
層
の
市
民
参
加
を
促
進
す
る

た
め
に
、
市
民
に
よ
る
有
意
義
な
自
主

企
画
講
座
・
調
査
研
究
活
動
へ
の
助
成

等
の
新
た
な
事
業
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

4
.
「
女
性
社
会
事
業
協
会
」
か
ら

「
（
社
団
法
人
）
ひ
の
・
ウ
イ
メ
ン
ズ
・

フ
オ
ー
ラ
ム
」
（
仮
称
）
へ

「
女
性
社
会
事
業
協
会
」
は
、
女
性

の
自
立
支
援
機
関
と
し
て
、
会
員
制
の

相
互
扶
助
活
動
を
展
開
し
て

8
年

H
に

な
り
ま
す
が
、
関
係
者
の
努
力
に
よ

っ

て
会
貝
が
増
え
て
い
る
と
は
い
え
、
現

在
の
会
員
数
は
約
300
人
と
な

っ
て
い
ま

す
。
過
去
7
年
間
に
投
入
さ
れ
た
補
助

金
が
、
自
立
を
目
指
す
女
性
市
民
の
二

ー
ズ
に
則
し
て
有
効
に
使
わ
れ
た
か
と

い
う
視
点
に
立
ち
検
証
す
る
と
き
、
今

後
も
引
き
続
き
同
じ
よ
う
に
事
業
を
継

統
し
て
い
た
の
で
は
、
努
力
し
て
も
根

本
的
に
解
決
で
き
な
い
問
題
が
残
る
と

考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
将
来
的
に
は
、
「
女
性
セ
ン

タ
ー
」
と
「
女
性
社
会
事
業
協
会
」
の

機
能
を
統
廃
合
し
、

21
世
紀
の
麻
齢
・

少
子
社
会
を
に
ら
ん
だ
本
格
的
な
市
民

参
加
型
•
生
活
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
（社
団
法
人
）
ひ
の
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ

・

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（仮
称
）
と
し
て
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

当
面
の
展
開
は
、
「
女
性
社
会
事
業

協
会
」
の
会
員
の
増
加
、
活
動
の
話
竹

化
に
努
め
な
が
ら
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
本
格
的
な
生 畢終報告書の紹介 」

活
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
し
て
再
生

の
船
出
に
備
え
た
い
も
の
で
す
。

性
が
働
き
続
け
る
た
め
の

1i 干贋
9り

「
働
く
・
働
き
つ
づ
け
る
権
利
」
は
、

男
女
に
か
か
わ
ら
ず
1
人
の
人
間
と
し

て
自
立
し
た
生
活
を
す
る
た
め
に
、
奪

う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
す
。
そ
し

て
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
は
、
女

性
の
働
く
権
利
を
保
障
し
、
男
女
が
共

に
職
業
生
活
と
家
庭
牛
活
を
平
等
に
分

か
ち
合
う
生
活
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ー
．
保
育
事
業
の
改
善

男
女
が
共
に
働
き
続
け
、
共
に
生
活

基
盤
を
維
持
す
る
た
め
に
、
特
に
女
性

が
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
保
育
所
や

学
童
保
育
に
つ
い
て
の
公
的
な
支
援
の

整
備
が
必
要
で
す
。

2
．
介
護
体
制
の
充
実

介
護
問
題
は
す
べ
て
の
男
女
に
か
か

わ
る
問
題
で
す
。
介
設
に
公
的
な
支
援

が
求
め
ら
れ
な
い
場
合
、
多
く
は
女
性

が
仕
事
を
や
め
介
護
に
専
念
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
女
性
は

人
の
世
話
を
す
る
の
が
仕
事
で
あ
り
、

そ
れ
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
い
う
社
会

通
念
、
ま
た
、
労
働
貸
金
は
女
性
の
方

が
安
く
、
労
働
形
態
で
も
不
安
定
な
立

場
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、

女
性
が
仕
事
を
や
め
ざ
る
を
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

男
女
労
働
者
が
共
に
と
り
や
す
い
育

児
・
介
護
休
業
制
度
の
実
質
的
な
推
進

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

3
．
女
性
起
業
者
に
対
す
る
支
接

最
近
で
は
、
再
就
職
を
め
ざ
す
女
性

が
、
自
分
の
能
力
を
生
か
し
た
事
業
を

起
こ
す
傾
向
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
資

金
融
資
な
ど
が
困
難
で
あ
り
、
そ
う
し

た
女
性
の
起
業
に
対
し
て
も
行
政
か
ら

の
支
援
が
望
ま
れ
ま
す
。

鴻
女
平
等
の
視
点
に
た
っ

図
情
報

1

・
啓
発

男
女
平
等
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
国
際
婦
人
年
以
降
積
極
的
に
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る
女
性
問
題
研
究
の
成

果
を
生
か
し
、
社
会
に
根
強
く
残
っ
て

い
る
性
別
役
割
分
業
意
識
を
解
消
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
あ
ら
ゆ
る
人
に

伝
え
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ー
．
情
報
の
検
証

情
報
伝
達
に
あ
た
っ
て
ま
ず
第

一
に

大
切
な
こ
と
は
、
伝
え
ら
れ
る
情
報
が

男
女
の
役
割
を
固
定
す
る
こ
と
な
く
男

女
平
等
意
識
を
徹
底
す
る
た
め
の
情
報

と
な
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
の
視
点
に
基
づ
い
て
い
る

か
ど
う
か
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

2
．
メ
デ
ィ
ア
と
女
性
の
人
権

情
報
を
広
く
伝
え
る
新
聞
、
雑
誌
な

ど
に
、
女
性
を
男
性
に
従
属
す
る
性
と

し
て
扱
う
女
性
蔑
視
あ
る
い
は
女
性
の

陸
上
部
の
大
久
保
さ
ん

関
東
大
会
に
出
場

性
を
曲
品
化
す
る
表
現
力
が
あ
ふ
れ
、

大
き
な
影
押
力
を
も
っ
て
女
性
を
偽
つ

け
て
い
ま
す
。

北
京
会
議
の
行
動
綱
領
の
中
で
も
、

「
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」
「
女
性
へ
の
暴

カ
」
は
韮
大
領
域
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
女
性
へ
の
暴
力
を
扇
動
す
る

表
現
が
、
男
女
平
等
に
い
か
に
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
か
を
十
分
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
表
現
を

拒
否
す
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

3
．
家
庭
に
お
け
る
平
等

家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、

夫
婦
間
の
平
等
や
夫
婦

が
子
育
て
に
平
等
に
参
加
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

4
．
学
校
教
育
で
の
平
等

学
校
教
育
で
男
女
平
等
意
識
を
啓
発

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
人
格
形
成
期

に
あ
る
こ
と
か
ら
特
に
重
要
で
す
。
学

校
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
あ
る
男
女

の
別
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
見

直
し
、
で
き
る
限
り
な
く
す
努
力
が
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

男
が
先
、
女
が
後
と
い
う
よ
う
な
順

位
を
つ
け
た
扱
い
が
差
別
意
識
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

教
師
が
無
意
識
に
「
女
ら
し
さ
・
男
ら

し
さ
」
を
要
求
す
る
こ
と
な
く
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
視
点
で
子
ど
も
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
師
の
意

識
変
革
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

5
．
地
域
社
会
で
の
平
等

家
庭
教
育
学
級
や
地
区
育
成
会
な
ど

社
会
教
育
の
場
面
で
、
男
女
平
等
意
識

を
啓
発
す
る
内
容
の
活
動
を
積
極
的
に

と
り
あ
げ
る
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

す
。

6
．
行
政
の
場
で
の
平
等

市
民
に
男
女
平
等
意
識
を
啓
発
す
る

に
は
、
ま
ず
市
の
職
貝
の

一
人
ひ
と
り

が
男
女
平
等
に
つ
い
て
自
覚
し
実
現
へ

の
強
固
な
意
志
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。そ

の
た
め
に
は
市
の
職
員
研
修
を
、

あ
ら
ゆ
る
職
貝
を
対
象
と
し
て
計
画
的

・
継
続
的
に
行
い
、
か
つ
全
員
に
参
加

を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

図
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

U覇
に
向
け
て

ー
．
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性

の
参
画

わ
が
国
で
は
、
職
場
に
お
け
る
女
性

の
社
会
進
出
は
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
女
性
の
働
く
力
が
認
め
ら
れ
る
ま

で
に
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
行
政
を
は

じ
め
企
業
を
含
む
各
種
組
織
の
中
で
、

政
策
・
方
針
の
決
定
過
程
に
参
画
し
て

い
る
女
性
の
割
合
が
依
然
と
し
て
低
く
、

毎
年
出
さ
れ
る
世
界
の
女
性
国
会
議
貝

の
統
計
を
見
る
に
つ
け
て
も
、

H
本
の

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
へ
の
道
の
り

の
遠
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

審
議
会
等
の
女
性
委
員
の
割
合
を
、

国
で
は
、

2
0
0
0
年
度
末
ま
で
の
で

き
る
だ
け
吊
い
時
期
に

20
%
、
2
0
ー

め

ど

0
年
を
目
途
に

30
％
を
達
成
す
る
よ
う

行
動
計
画
に
定
め
、
都
で
は
、

2
0
0

5
年
度
ま
で
に
50
％
と
目
標
値
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
日
野
市
に
お
い
て
も
、

庁
内
の
責
任
あ
る
立
場
や
審
議
会
等
の

委
員
に
、
明
確
な
目
標
値
を
定
め
て
、

女
性
の
積
極
的
な
登
用
を
図
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。

2
.
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
宣
言
と

「
男
女
平
等
市
民
会
議
」
（
仮
称
）
の

開
催総

理
府
で
は
「
男
女
共
同
参
画
宜
言

都
市
」
奨
励
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、

現
在
13
市
が
こ
の
宣
言
都
市
と
な

っ
て

い
ま
す
。
H
野
市
の
女
性
参
画
推
進
室

も
こ
の
事
業
に
参
加
を
希
望
し
、
こ
の

ほ
ど
他
の

10
市
と
共
に
今
年
度
の
宣
言

都
市
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
早
急
に
宣
言
、
憲
章
文
を
作
成
し
、

男
女
平
等
に
対
す
る
日
野
市
の
市
政
を

市
の
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
れ
に
伴
い

「男
女
平
等

市
民
会
議
」
（
仮
称
）
を
開
催
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
す
。

3
．
勇
女
平
等
基
本
条
例
」
（
仮
称
）

の
制
定
と
オ
ン
ブ
ッ
ド
・
ク
オ
ー
タ
制

の
実
施
．

世
界
を
見
れ
ば
、

1
9
7
8
年
に
男

女
平
等
法
が
で
き
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、

そ
れ
に
よ

っ
て
着
々
と
女
性
の
政
治
や

社
会
へ
の
進
出
が
進
み
、
現
在
出
生
率

の
増
加
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

す
う
せ
し

こ
う
し
た
世
界
の
趨
勢
の
中
で
、
日

本
に
お
い
て
も
、
本
年
2
月、

首
相
の

施
政
方
針
演
説
で
「
男
女
の
固
定
的
な

役
割
意
識
を
改
め
、
女
性
と
男
性
が
共

に
参
画
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

え
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
と

な
る
法
律
案
を
、
来
年
の
通
常
国
会
に

提
出
し
ま
す
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
で
は
、
国
に
さ
き
が
け
て

「
男
女
平
等
推
進
基
本
条
例
」
（
仮
称
）

を、

1
9
9
9
年
度
中
に
策
定
す
る
こ

と
を
昨
年
末
に
決
定
し
ま
し
た
。

日
野
市
も
男
女
平
等
行
政
推
進
の
た

め
の
条
例
を
策
定
す
る
先
禅
役
と
な
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

日
野
市
に
、

宣
言
都
市
と
し
て
独
自

の
「
男
女
平
等
基
本
条
例
」
（
仮
称
）

を
作
り
、
そ
の
中
に
オ
ン
プ
ズ
パ
ー
ソ

ン
の
設
置
を
盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

（
日
野
市
男
女
平
等

行
政
推
進
協
議
会
）

で
、
連
営
も
加
入
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
最
近
、
海
外
に
本
部
が
あ

る
組
織
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
広
が
る

例
な
ど
、
新
手
の
ね
ず
み
講
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
多
く
は、

送
ら
れ
て
き
た

電
子
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所

に
金
銭
を
送
付
し
、
そ
の
住
所
を
自
分

の
住
所
に
書
き
換
え
て
次
の
人
に
メ
ー

ル
を
送
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ね
ず
み
講
は
、
ロ
コ
ミ
と
ち

が
っ
て
、
短
時
間
の
う
ち
に
多
く
の
人

を
勧
誘
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
被

相
談
内
容

害
者
が

一
気
に
増
え
る
危
険
が
あ
り
ま

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
時
々
ね
ず
す
。
も
し
1
人
が
2
人
ず
つ
勧
誘
し
て

み
講
の
よ
う
な
電
子
メ
ー
ル
が
舞
い
込
い

っ
た
場
合
、
27
代
目
に
は
日
本
の
総

ん
で
く
る
。
ね
ず
み
溝
は
違
法
で
は
な
人
口
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
す
。

い
の
か
。
ネ
ッ
ト
上
の
あ
ち
こ
ち
で
阿

3
人
ず
つ
の
場
合
は
、
わ
ず
か
18
代
目

じ
内
容
の
メ
ー
ル
や
掲
示
が
出
て
い
る
で
同
じ
状
況
に
な
り
ま
す
。

の
で
非
常
に
目
障
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
実
際
に
は
あ
り

ア

ド

バ

イ

ス

え

な

い

こ

と

な

の

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

ね
ず
み
講
と
は
、
加
入
者
が
ね
ず
み
無
限
に
続
く
と
錯
覚
さ
せ
る
手
口
は
、

算
式
に
無
限
に
増
え
る
と
仮
定
し
て
、

ご
く
一

部
の
人
が
も
う
け
る
た
め
の
も

先
に
加
人
し
た
人
が
後
に
加
入
し
た
人
の
で
す
。う
ま
い
話
に
は
き
っ
ば
り
ノ
ー

か
ら
金
品
を
受
領
す
る
配
当
組
織
で
す
。

と
言
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
組
織
は
終
局
的
に
は
破
綻
し
ま
す
。

法
に
触
れ
る
こ
と
に
手
を
出
さ
な
い

「無
限
連
鎖
講
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
よ
う
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

少
林
寺
拳
法
で
日
野
市
の
挙
±
が
好
成
績

7
月
12
日
、
都
立
武
道
館
（
足
立
区）

↑

"

砕・・・

で
行
わ
れ
た
少
林
寺
拳
法
東
京
都
大
会
｀

(1
千
900
人
参
加
）
で
、
日
野
市
の
拳

’4

-―か

盲
置

士
4
組
が
入
賞。

▼

、

親
子
の
部
で
は
、
秋
吉
健
嗣
・
好
美

[
'.
t

組
が
1
位
と
な
り
11
月
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
6
級
の
部
で
は
、
河
西
琢
真

．

咄

＇
・

丹
羽
大
地
組

（
写
真
）

が
2
位
と
な
り

ま
し
た

。

、

一

二
中
運
動
ク
ラ
ブ
が
関
東
大
会
で
大
活
躍

げ
ま
し
た
。

7
月
21
日
か
ら
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公

園
（
江
東
区
）
で
行
わ
れ
た
東
京
都
中

学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
で
団

体
戦
、
個
人

戦

(
-
戸

・

遠
藤
組
）
共

に
準
優
勝
。

全
国
大
会
で

も
ベ
ス
ト
16

に
入
る
健
闘

を
見
せ
ま
し

た
。

7
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
中
学
校
総

合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
で
、
大
久

保
絵
里
さ
ん
が
優
秀
な
結
果
を
収
め
、

8
月
の
関
東
大
会
へ

。
関
東
大
会
の
女

子
千
5002いで
10
位
と
い
う
好
成
績
を
あ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
が

関
東
大
会
準
優
勝
で
全
国
大
会
へ

越
境
人
学
で
選
手
を
集
め
る
学
校
が

多
い
中
、
地
元
の
生
徒
だ
け
で
編
成
し

た
チ
ー
ム
と
し
て
二
中
は
、
東
京
都
中

学
校
卓
球
選
手
権
大
会
に
出
場
、
好
成

績
を
あ
げ
男
女
共
、
関
東
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

関
束
大
会
で

は
男
子
が
3

位
と
な
り
、

全
国
大
会
へ

コ
マ
を
進
め

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

卓
球
部
男
子
が
関
東
大
会
3
位

で
全
国
大
会
出
場

ィ、
4
タ
ー
オ
"、i'
て

ね
炉
を
肩
口戸

消費生活
相談室から

月曜～金曜日
※祝日は除く

午前10時～
午後 3時

云581-3556
（生活 ・保健

センター内）

•，待

◎ ともにFをとり うるおいのあるまちに 支えあい助けあうまち F1野のまち

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 第951号 9/15

高
齢
者
事
業

「
伝
者
の
講
座
」

ーと
●子育てセミナー日程表

茫
の

三塁翌し
お申し込みは

合581-7580
（月曜日休館）

日程 内 容 講 師

10月8日 ①つ相く談られるら女のえ子 男たの子 広待岡防止智子セ氏ンタ（子ー相ど談もの員虐） 
（木） か見てきもの

15日 ②読つ教みく科解られ書くる女育の児子雑誌・男なのど子を
小（沢和牧光子大氏学非常勤講師）（木）

24日
パー「今ト日ナのー当の番自だ立あれ」 富（永育誠時治連氏）•遠藤めぐみ氏

（土）
29日 つくられだ性えらばセれーたジ 木（村フ民子氏

（木） 性絵本からのメッ リーライター）

11月（金6）日 章「母？性」は女性にとって勲
大（恵日泉向雅女美学氏園大学教授）

12日 性始別め役よ割うを越えた生き方を 木村民子氏
（木）

匹

畠

"

子
育
て
は

「
母
親
の

当
然
の
役
割
」
と
い
う

社
会
通
念
に
縛
ら
れ
て
、

孤
立
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

熟
年
パ
ワ
ー
の
経
験
や
知
識
を
も
と

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
講
師
（
伝
者
）
を

務
め
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

▼
ち
ょ
っ
と
お
手
前

茶
道
の
心
が
伝
わ
り
ま
す
。
静
か
な

雰
囲
気
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
11
①
9
月
17
日
困
②
10
月

8
H

困
午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
11
講
師
宅
（
万
願
寺
）

▽
費
用

1
1
1
回
500
円
程
度

(
1
回
の
み

の
参
加
も
可
）

ア
そ
ば
打
ち
講
座

そ
ば
の
打
ち
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
「
と
っ
て
お
き
の

味
」
を
伝
授
し
ま
す
。

▽
日
時
11
①
9
月
24
日
困
②
10
月
22
日

困
午
後
2
時
S
4
時

国
際
理
解
講
座

「
南
米
の
心
臓
バ
ラ
グ
ア
イ
」

「
性
別
役
割
」
を
越
え
た
生
き
方
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
11
別
表
の
と
お
り

▽
時
間

11
午
後
1
時
S

3
時

▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
0
歳
S
1
2
歳
の
子
供
を
育
て

て
い
る
男
女
30
人

※
2
歳
S
未
就
学
児
8
人
の
保
育
あ
り
。

▽
申
込
み
先
11
女
性
参
画
推
進
室
女
性

セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
4
.
2
7
3
3
)

早
乙
女
貞
氏
を
招
き

土
方
歳
三
に
つ
い
て
の
講
演
会

演
「
歴
史
の
事
実
と
真
実
」

▽
問
合
せ
先

11
新
選
組
i
n
日
野
実
行

委
員
会
事
務
局
（
企
画
調
整
課
内
）

▲
⑱
"
野
く
ら
し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

宦
棄
.
,
＇
ル
モ
ン

消
費
者
団
体
等
の
、
日
ご
ろ
の
成
果

の
発
表
と
提
案
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ

る
「
日
野
く
ら
し
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

(10
月
17
日
山
・

18
日
叩
）
の
事
前
講
演

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
生
命
存
続
を
も
お
び
や

か
す
と
い
わ
れ
る
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
を

取
り
上
げ
ま
す
。

▽
日
時

1110
月
6
日
（
午
後
1
時
30
分

ー

3
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

11
杉
田
史
朗
氏
（
理
学
博
士
・

農
の
会
会
員
）

※
2
歳
以
上
の
保
育
あ
り
。

9
月
2
8
H

unま
で
に
申
し
込
み
を
。

▽
申
込
み
先
11
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
（
生
活
課
内
6
5
8
1
.
4
l
l

2
)
 

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

高
齢
者
対
象
連
続
講
座

ヲ
ー
テ
ン
老
人
饂
磁
び
歩
記
」

幕
末
を
駆
け
ぬ
け
た
新
選
組
副
長
土

方
歳
三
に
つ
い
て
、
生
誕
の
地
で
あ
る

日
野
市
に
お
い
て
時
代
背
景
を
基
に
講

演
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時

1110
月
11
日
①
午
後
3
時
ー
4

時
30
分

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容

11
早
乙
女
貢
氏
（
作
家
）
の
講

·
←
●
一
●
―
一
―
●
-
曇
曇
―
一
―
●
●
●
―
—
―
●
-

．．
 ー
●
●
―
一
―
●
―
一
●
―
●

-
1
-

―
●
●

-
1
•
I

―
一
曇
●
●
＿
＿
＿
●

-
•
1
•
1
-

—
●
ー
●
量
・
・

1
-
1

.

.
 
――

-
1
 .
.
.
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▽
会
場

11
中

央

公

民

館

▽

協

力

1
1
8
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ

▽
費
用

1
1
1
回
700
円
程
度

(
1
回
の
み
※
申
し
込
み
を
。

の
参
加
も
可
）

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
を
。
「
伝
者
の
講

座
」
を
支
え
て
く
れ
る
方
、
講
師
を
担

当
で
き
る
方
を
募
集
中
。
通
称
「
う
や

も
た
サ
ロ
ン
」
と
名
づ
け
、
毎
週
土
曜

日
午
後
6
時
か
ら
公
民
館
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

南
米
の
中
心
に
位
置
す
る
パ
ラ
グ
ア

イ
は
、
小
国
な
が
ら
意
外
に
情
報
の
発

信
地
で
す
。

獣
医
で
あ
る
講
師
が
、
主
要
畜
産
動

物
の
牛
を
通
じ
て
農
民
た
ち
と
暮
ら
し

た
体
験
談
は
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
は
得
ら

れ
な
い
生
き
た
情
報
で
す
。

▽
日
時

1
1
9
月
27
日
①
午
後
2
時
＼
4

時▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師

11
小
山
ゆ
か
り
氏
（
元
青
年
海

外
協
力
隊
員
）

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

50
人
（
先
着
順
）

▽
費
用

11300
円
（
茶
菓
代
）

歴
史
家
で
元
東
京
経
済
大
学
教
授
の

色
川
大
吉
氏
の
世
界
漫
遊
記
『
フ
ー
テ

ン
老
人
世
界
遊
び
歩
記
』
を
参
考
に
し

て
、
自
分
の
残
さ
れ
た
人
生
を
豊
か
に

過
ご
す
楽
し
み
方
を
考
え
ま
す
。

界
日
時
1
1
1
0
月
1

日
困
・1
5日
困
•
2
9

日
困
午
後
1
時
S

3
時

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師

11
色
川
大
吉
氏

▽
定
員
1
1
4
0
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
を
。

こ
の
学
級
は
、
障
害
者
と
健
常
者
が
、

「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
学
ぶ
」
こ
と

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
月
1
回
定
例
会
と

コ
ー
ス
別
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

16
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
く
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

日
野
市
障
害
者
青
年
学
級

学
級
生
募
集

中
学
校
体
育
施
設
開
放

10
月
分
利
用
抽
選
会

今
回
よ
り
実
践
女
子
短
期
大
学
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
も
開
放
さ
れ
ま
す
。

▽
日
程

1
1
9
月
1
8
H
②

▽
区
分

・
時
間

11
①
体
育
館
…
午
後
2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
学
校
）
…
3

時
③
校
庭
：•
4

時
④
ナ
イ
タ
ー
…
6

時

⑤
実
践
女
子
短
期
大
学
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

…

7
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
参
加
資
格

11
団
体
登
録
を
し
、
団
体

登
録
証
を
持
参
し
た
高
校
生
以
上
の
方

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ふ
れ
親
子
体
操
教
室

♦
 

．
 

．
 

＂

あ
い

▽
H

時
1
1
1
0
月

1
5日
因
•
2
2日
困
•
2
9

日
困
、

11
月
7
日
山
午
前
10
時
S
1
1
時

30
分

▽
会
場
11
国
コ
ニ
カ
体
育
館

▽
内
容

11
親
子
で
体
を
動
か
し
、
楽
し

く
遊
ぶ
※
最
終

H
は
父
親
の
参
加
も
歓

迎▽
対
象
11
市
内
在
住
の

3
歳
S
4
歳
児

x

x

※

X
沃

天

天

x

x

x

x

x

地
元
野
菜
の
即
売
会

ぽ
直
面
の
圃
備

東
京
南
農
協
青
壮
年
部
に
よ
り
、
農

産
物
即
売
会
「
土
曜
市
」
が
開
か
れ
ま

す
。
市
内
産
の
新
鮮
野
菜
を
豊
富
に
取

り
そ
ろ
え
て
即
売
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
、
お
出
掛
け
を
。

▽
日
程

1
1
9
月
26
日
山

▽
会
場
・
時
間

11
①
多
摩
平
第
七
公
園

・・・午前
10
時
ー
午
後
4
時
②
東
京
南
農

協
七
生
支
店
…
午
前
10
時
か
ら
と
午
後

3
時
か
ら

▽
問
合
せ
先
11
東
京
南
農
協
日
野
支
店

(6583. 

2
l
l
 

同
七
生

支

店
(6591. 

2
0
1
 

2
)
／
 

市
産
業

振
興
課

▽
日
時

1110
月
23
日
ー
11
月
2
7
H
の
毎

週
金
曜
日
午
後
2
時
ー
3
時
30
分
※

11

月
20
日
を
除
く

▽
会
場
11
（
コ
ニ
カ
体
育
館

▽
内
容

11
中
国
式
健
康
体
操
「
練
功
十

八
法
」

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
者
60
人

▽
費
用

11
初
回
の
み

100
円

▽
申
込
み

1
1
9
月
2
4
H
因
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
日
野
市
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

1
9
1
_
8

6
8
6
住
所
不
要
）
へ

x

x

x

x

x

1

(

X

X

妥

X
沃

X

東
京
都
多
摩
労
働
カ
レ
ッ
ジ

↑

ー

l

受
講
者
募
集
|
|
|

事
業
所
の
人
事
労
務
担
当
者
、
労
働

組
合
役
員
、
労
働
問
題
に
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
労
働
問
題
の
各
分
野
の

専
門
的
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た

「
専
門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
H
程
・
内
容
11
別
表
の
と
お
り

▽
時
問

11
午
後
6
時
30
分
ー
8
時
30
分

▽
会
場

11
立
川
勤
労
福
祉
会
館

(
J
R

I
I
l

理

生

金

問

価

発

厚

時

評

開

管ア

障

障

リ

利

働

事

力

保

保

会

会

ャ

社

社

キ

福

賃

労

人

能

労
働
経
済
・
人
事
管
理
コ
ー
ス

三[[三

契

補

性

俎

働労

慟

顧

置

金

及

薗

ぼ

償

傍

女

傍

法

法

法

法

法

論

傍

傍

法

法
係

係

係

係

係

係

係

係

関

関

関

関

関

関

関

関

用

用

用

用

用

用

使

使

雇

雇

雇

雇

雇

雇

労

労

労
働
法
（
判
例
）
・
労
使
関
係
コ
ー
ス

杓

鉛

幻

釦

尤

杓

灼

杓

4

国

醐

138

国

圏

圏

醐

月
多
摩
労
働
カ
レ
ッ
ジ
日
程
表

日 程 内 容 中
高
年
の
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
教
室

と
親
35
組

▽
費
用
11
初
回
の
み

100
円

▽
申
込
み

1
1
9
月
24
日
困
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

教
室
名
、
参
加
す
る
親
子
の
氏
名
（
お
子

さ
ん
は
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
も
）
、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
日
野
市
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
〒

191ー

8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ
※
最
終
日
の

父
親
参
加
は
自
由

立
川
駅
徒
歩
12
分）

▽
定
員

11
各
コ
ー
ス

45
人

▽
申
込
み

1
1
9
月
24
日
困
ー
10
月
20
日

市
民
体
育
大
会

＊
陸
上

▽
H
時

1110
月
25
日
①
午
前
8
時
30
分

か
ら
※
予
備
日
11
月
1
8
(

▽
会
場
11
市
民
陸
上
競
技
場

▽
申
込
み

1
1
9
月
3
0
8
困
ま
で
に
申
込

書
（
市
役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・

陸
上
競
技
場
に
あ
り
）
を
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ヘ

＊
卓
球

▽
日
時

1110
月
2
5
8
①
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場

11
南
平
体
育
館

▽
種
目
11
初
心
者
（
連
盟
で
判
定
）
、

一

般
•
4
0
歳
代
•
5
0歳代
•
6
0
歳
以
上
、
小

・中
学
生
の
男
子

・
女
子
（
申
込
者
が
少

な
い
場
合
は
他
種
目
へ
変
更
あ
り
）
、
ダ

プ
ル
ス

▽
費
用

11500
円
（
小
・
中
学
生
200
円、

ダ
ブ
ル
ス

1
ペ
ア
l
千
円
）

▽
申
込
み

1110
月
8
日
困
ま
で
に
申
込

書
（
市
役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・

南
平
体
育
館
に
あ
り
）
と
費
用
を
現
金

書
留
か
小
為
替
で
三
沢
佳
紀
(
〒

191_

0
0
3
4
落
川
184の
4
)

へ

＊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
日
程

1110
月
25
日
S
1
1
月
22
日
の
毎

週
H
曜
日
（
予
定
）

尺］：ロ
▽
会
場

11
杉
野
学
園
百
草
グ
ラ
ウ
ン
ド

ほ
か

▽
種
目
11

一
般
男
子

(
1
部
・

2
部）、

女
子
、
中
学
生
の
各
部

▽
費
用

11
ー
チ
ー
ム

4
千
円
（
中
学
生

の
部
は
無
料
）

▽
監
督
・
主
将
会
議

1110
月
4
日
①
午

後
7
時
か
ら
市
役
所
5
階
505
会
議
室
で

（
受
け
付
け
は
午
後
6
時
30
分
か
ら
）

※
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
り
）

と
費
用
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
硬
式
テ
ニ
ス
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

▽
日
程

1111
月

1
H①
.
3
日
杞
．

8

，ー
、

H

(
．
15
日
①
※
予
備
日
2
2
H
(

▽
会
場
11
多
摩
平
第

一
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
ほ
か

▽
種
目

11
一
般
男
子

(
A
.
B
.
C
.

D
)
、

一
般
女
子

(
A
.
B
)
、
高
校

男
子
・
女
子
、
中
学
男
子
・
女
子
、
小

学
男
子
・
女
子
、
壮
年
男
子

(45
歳
以
上
）

▽
費
用

1
1
1
千
円

▽
申
込
み

1
1
9
月
17
日
困
午
後
1
時
＼

5
時、

18
日
②
午
後
3
時
＼
7
時
に
費

用
を
添
え
て
市
役
所
5
階
501
会
議
室
へ

持
参

▽
お
と
な
の
流

ガ
ジ
ン
ハ
ウ

▽
平
成
お
徒
歩

新
潮
社

▽
死
ぬ
ま
で
の

元

彦

双

葉

▽
雨
は
あ
し
た

浦

綾

子

北

▽
た
の
し
く
読

久
守
和
子

（
中
央
図
書
館

3
 

口が
5
釦
釦
即
酎
叫

i

・ニ

展
示
替
え
の
た
め
、

10
月
1
日
困
ー
9
日
⑤
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

-

ふ

る

さ

と

博

物

館

(
f
t
5
8
3
.
5
1

0
0
)

f
l
i
3
1
3
1
i・l
iー
i;＇．

i
}
!！

●

9iII,
．＇9
ー，．ヽ
lIIヽ・‘
9

ーヽ・‘
l

ー、．，！り

L
問
合
せ
先
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

参
加
者
募
集

因
に
東
京
都
立
川
労
政
事
務
所

(6522

.
3
1
7
1
)

へ

ともに手をとりやすらぎのあるまちに

゜
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＊
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ヨ
ガ
体
験
講
座

▽
日
時
1
1
9
月
30
日
午
後
1
時
30
分
S

2
時
30
分
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
対
象
11
中
裔
年
▽
持
ち
物
11
タ
オ

ル
※
動
き
や
す
い
服
装
で
▽
問
合
せ
先

こ
う
げ

11
リ
ラ
の
会
（
河
下
6
5
8
3
.
9
9
7
7
)

＊
気
功
と
軽
体
媒
講
習
会

▽
8
時
1110
月
1
日
午
後
1
時
30
分
S

3
時
30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
11
中
高
年
▽
費
用
11500
円

▽
持
ち
物
11
タ
オ
ル
▽
問
合
せ
先
11
南

雲

(
6
5
9
1
.
7
2
6
3
)

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時
1110
月
8
日
午
前
9
時
ー
午
後

5
時
▽
会
場
11
旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▽
費
用
11300
円
（
コ
ー
ト
代
、

保
険
料
）
▽
申
込
み
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
▽
問
合
せ
先
11
花
岡

(
6
5
8
4
.
l

1
2
6
夜
間
）

＊
母
親
講
座
「
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
の

心
が
見
え
ま
す
か
」

▽
8
時
1
1
9
月
18
日
午
前
10
時
S
1
1
時

30
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11
鈴
木
正
子
氏
※
先
着
20
人
ま

で
の
保
育
あ
り
（
要
予
約
）
▽
問
合
せ

先
11
前
田

(
6
5
9
1
.
9
3
3
0
)

＊
歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時
11eg9
月
1
9
H
午
後
6
時
30
分
ー

9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館
▽
問
合
せ

先

11
花
岡

(
6
5
9
2
.
4
1
8
8
)

＊
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
大

幅
打
ち
切
り
に
つ
い
て
の
学
習
会

▽
日
時
1
1
9
月
2
1
H
午
後
7
時
＼
9
時

▽
会
場
11
女
性
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先

11
広
石

(
6
5
9
1
.
6
9
9
3
)

＊
教
養
講
座
「
老
後
問
題
の
中
に
お
け

る
介
護
保
険
の
あ
ら
ま
し
」

▽
日
時
1
1
9
月
22
日
午
前
10
時
＼
正
午

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
講
師

11
野
口
洋
子
氏
※
要
約
筆
記
・
手
話
通

訳
あ
り
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
聴
覚
障

害
者
協
会
（
森
田
回
5
8
4
.
2
4
8
4
)

＊
学
習
会
「
侵
略
戦
争
を
反
省
し
な
か

っ
た
戦
後
日
本
」

▽
日
時
1
1
9
月
26
日
午
後
6
時
30
分
か

ら
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

講
師
11
田
中
宏
氏
(
-
橋
大
学
）
▽
費

用
11300
円
▽
問
合
せ
先

11
市
民
の
会

（
鷲
尾
6
5
9
1
.
4
6
6
0
)

＊
高
校
進
学
問
題
学
習
会
「
悔
い
の
な

い
高
校
選
び
を
す
る
た
め
に

S
今
年
の

進
学
状
況
と
高
校
の
実
態
」

▽
H
時
1
1
9
月
2
6
H
午
後
1
時
30
分
＼

4
時
30
分
▽
会
場
11
都
立
日
野
台
高
校

▽
講
師
11
中
学
・
高
校
教
師
▽
費
用
11

300
円
▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
高
校
問
題

連
絡
協
議
会
（
福
士
6
5
8
1
.
6
8
7
7
)

＊
連
続
講
座
「
日
本
の
敗
戦
と
函
蛭
i
』

と
の
か
か
わ
り
」
最
終
回

▽
日
時
1
1
9
月
27
日
午
後
1
時
30
分
＼

4
時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
日
本
人
の
朝
鮮
観
▽
講
師
II

小
松
良
郎
氏
▽
費
用
11300
円
▽
問
合
せ

先
I
I
H
野
の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会

（
松
尾
6
5
9
1
.
2
5
6
6
)

＊
多
摩
川
石
遊
会
石
展

▽
日
時
1
1
9
月
19
日・

20
日
午
前
10
時

S
午
後
4
時
▽
会
場
11
羽
田
ヒ
ュ
ー
ム

管
ぼ
食
堂
▽
内
容
11
地
元
多
摩
川
石
の

展
示
▽
問
合
せ
先
11
矢
島
(
6
5
8
3
.
4

8
6
9
)
 

＊
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
青
少
年

フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
H
時
1
1
9
月
20
日
午
後
1
時
30
分
ー

4
時
30
分
▽
会
場
11
有
楽
町
朝
日
ホ
ー

ル
▽
内
容
11
高
校
生
が
多
言
語
で
語
る

留
学
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
▽
問
合
せ
先
II

森
本

(
6
5
9
3
.
4
1
5
9
)

＊
講
演
会
「
市
民
が
つ
く
る
障
害
者
プ

ラ
ン
」

▽
H
時
1
1
9
月
20
日
午
後
1
時
30
分
か

ら
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

講
師
11
石
倉
康
次
氏
（
広
島
大
学
教
授
）

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
障
害
者
関
係
団

体
連
絡
協
議
会
（
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
6599

•
7
2
9
9

／
回
5
9
9
．

7
2
0
3
)

＊
野
草
植
え
戻
し
後
の
堤
防
植
生
調
査

▽
H
時
11
①
9
月
20
日
午
後
2
時
S

4

時
／
②
11
月
14
日
午
前
10
時
ー
正
午
※

小
雨
実
施
▽
場
所
11
平
山
橋
下
流
左
岸

▽
内
容
11
①
は
調
査
と
手
入
れ
、

②
は

調
査
と
い
も
煮
会
▽
問
合
せ
先
11
浅
川

勉
強
会
（
根
津
6
5
8
1
.
4
8
6
6
)

＊
平
和
の
つ
ど
い

▽
H
時
1
1
9
月
20
日
午
後
2
時
ー
4
時
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千
300
円
（
材
料
費
ほ
か
）
▽
問
合
せ
先

11
あ
い
あ
む

(
6
5
8
6
.
8
3
8
3
)

＊

「
江
戸
と
東
京
の
地
図
」
展

▽
日
時
1110
月
6
日
ー
11
日
午
前
10
時

ー
午
後
4
時
▽
会
場
11
高
幡
図
書
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
11
地
図
で
見
る
東
京

の
歴
史
▽
問
合
せ
先
11
菊
澤

(6591.

3
3
7
8
)
 

＊
高
齢
者
の
家
事
手
伝
い
・
簡
単
な
介

護
、
車
の
送
迎

▽
研
修
・
謝
礼
金
あ
り
ま
す
※
不
用
に

な
っ
た
介
護
用
品
（
車
い
す
等
）
の
寄

付
を
。
取
り
に
伺
い
ま
す
▽
問
合
せ
先

11
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
高
齢

者
生
活
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ
ピ
ー
ケ
ア
（
鈴

木
6
5
8
5
.
6
4
8
4
午
後
10
時
ま
で
）

＊
障
害
者
通
所
施
設
「
虹
の
家
」
で
給

食
作
り

▽
午
前
10
時
30
分
S
午
後
1
時
30
分
に

10
人
程
度
の
家
庭
料
理
を
希
望
※
10
月

2
5
日
の
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の

バ
ザ
ー
に
提
供
品
を
。
取
り
に
伺
い
ま

す
烹
問
合
せ
先
11
同
施
設

(
6
5
8
7
.
2

9
3
7
)
 

＊
青
空
の
下
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
の
運

動
会
の
前
日
準
備
と
当
日
の
進
行
補
助

▽
障
害
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
交
流
を

深
め
る
運
動
会
※
日
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
東
京
日
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

共
催
▽
H
時
1
1
9
月
27
日
午
前
8
時
30

分
S
午
後
5
時
※
前
日
は
午
前
8
時
30

分
ー
正
午
▽
会
場
11
実
践
女
子
短
期
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
の
場
合
は
体
育

館
）
▽
問
合
せ
先
11
同
協
議
会

(6582

•2319) 
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＊
手
編
み
の
会
「
ひ
つ
じ
」

▽
毎
月
第
1
•

第
3

金
曜
日
午
前
9

時

30
分
S
正
午
に
中
央
公
民
館
で
▽
費
用

1
1
3
カ
月
5
千
円
▽
問
合
せ
先
11
阿
部

(
6
5
8
1
.
5
0
1
1
)
 

＊
書
道
「
起
筆
会
」

▽
毎
月
第
2
•
第
4

火
曜
日
午
後
6

時

30
分
S

8
時
30
分
に
湯
沢
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
▽
対
象
11
初
心
者
▽
費
用
11
入
会

金
l
千
円
、
月
2
千
円
▽
問
合
せ
先
II

中
村

(
6
5
9
3
.
9
5
5
7
)

＊
日
野
川
柳
句
会

▽
毎
月
第
3
日
曜
日
午
後
1
時
S

5
時

に
多
摩
平
団
地
中
央
集
会
所
で
▽
費
用

11
月
1
千
円
▽
問
合
せ
先
11
青
木

(
6

•7718) 6
 

8
 

5
 

＊
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

▽
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
S
1
1
時
30
分

に
勤
労
•
青
年
会
館
で
▽
費
用
1
1
入
会

金
l
千
円
、
月
3
千
円
※
見
学
歓
迎
▽

問
合
せ
先
11
松
田
(
6
5
8
5
.
1
7
1
4
)

＊
水
彩
・
油
彩
画
「
サ
タ
デ
イ
会
」

▽
毎
月
第
2
•
第
4

土
曜
日
午
前
9

時

30
分
S
午
後
0
時
30
分
に
平
山
地
区
セ

ン
タ
ー
で
▽
費
用
11
入
会
金
1
千
円
、

月
2
千
500
円
※
初
心
者
歓
迎
。
指
導
あ

り
▽
問
合
せ
先
11
峰
岸

(
6
5
9
2
.
7
0

6
0
)
 

＊
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
生
け

花
「
フ
ラ
ワ
ー
研
究
会
」

▽
月
2
回
木
曜
日
午
後
6
時
30
分
S

9

時
に
勤
労
•
青
年
会
館
で
▽
費
用1
1
入

会
金
2
千
円
、

1
回
1
千
円
※
別
途
材

料
費
実
費
▽
持
ち
物
11
は
さ
み
▽
問
合

せ
先
11
平

(
6
5
9
1
.
5
6
8
9
)

＊
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
ソ
フ
ィ
ア
」

▽
月
2
回
土
曜
日
午
後
2
時
S

4
時
に

北
野
市
民
ホ
ー
ル
（
八
王
子
市
）
で
▽

費
用
11
月
1
千
円
※
見
学
歓
迎
▽
問
合

せ
先
11
稲
莱

(
6
5
9
1
.
2
8
8
9
)

o
e
0
8
 

＊
工
学
院
大
学
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
午
後
1
時
30
分
か

ら
▽
会
場
11
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
（
八
王

子
市
）
▽
曲
目
11
序
曲
「
1
8
1
2
」、

私
の
お
気
に
入
り
ほ
か
▽
問
合
せ
先
II

木
谷
(
6
0
4
2
6
.
2
3
.
5
1
8
6
)

＊
自
然
を
撮
る
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ア
ブ

ラ
チ
ャ
ン
」
写
真
展

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
ー
2
7
H
午
前
10
時

＼
午
後
4
時
※
2
3
B
は
午
後
1
時
＼
5

時、

27
日
は
午
前
9
時
か
ら
▽
会
場
11

市
民
会
館
展
示
室
▽
問
合
せ
先
11
片
岡

(
6
5
8
2
.
0
6
9
6
)
 

＊
高
齢
者
の
財
産
管
理
・
遺
言
・
相
続

の
無
料
相
談
会

▽
日
時
1
1
9
月
19
日
午
後
1
時
S

4
時

30
分
▽
会
場
11
市
民
会
館
会
議
室
※
個

別
に
ア
ド
バ
イ
ス
▽
問
合
せ
先
11
日
野

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
石
川
6586.

2
9
1
6
)
 

＊
④
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
無

料
不
動
産
相
談

▽
日
時
1
1
9
月
23
日
午
前
10
時
＼
午
後

4
時
▽
会
場
1
1
J
R
豊
田
駅
北
ロ
ロ
ー

タ
リ
ー
▽
内
容
11
不
動
産
の
事
前
相
談
、

法
律
・
税
務
等
の
相
談
▽
問
合
せ
先
II

同
協
会
南
多
摩
支
部

(
6
0
4
2
.
3
7
2
.
8

6
2
0
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

烹
源
氏
物
語
入
門
講
座
▽
日
時
1
1
9
月

18
日
S
1
1
月
27
日
の
毎
週
金
曜
日
午
前

10
時
S
正
午
（
全
10
回
）
▽
内
容
11桐

壺
か
ら
若
紫
ま
で
若
き

H
の
光
源
氏
の

ロ
マ
ン
ス
▼
初
歩
の
囲
碁
講
座
▽
日
時

1
1
9
月
19
日
S
1
1
月
2
8
日
の
毎
週
土
曜

日
午
前
10
時
＼
正
午
（
全
10
回
）
マ
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
▽
日
時
1
1
9
月
20
日
・

23
日
午
後
7
時
S

9
時
マ
サ
ン
ポ
ー
ニ

ャ
＆
ケ
ー
ナ
（
民
族
楽
器
）
▽
日
時
・
内

容
1
1
9
月
22
日
S
1
0
月
20
日
の
毎
週
火

曜
H
午
後
7
時
S

8
時
…
サ
ン
ポ
ー
ニ

ャ
、
午
後
8
時
15
分
S

9
時
15
分
…
ケ

ー
ナ
▼
勤
労
者
の
た
め
の
は
じ
め
て
英

会
話
▽

8
時
1
1
9
月
2
2
H
S
1
2
月
1
5
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
S

8
時
30
分

（全
11
回
）
ご
男
の
料
理
教
室
▽
日
時
11

9
月
2
5
日
S
1
2
月
11
日
の
隔
週
金
曜
B

午
前
10
時
S
正
午
（
全
6
回
）
▽
内
容
II

日
本
科
理
、
西
洋
料
理
、
中
華
料
理
の

基
本
と
献
立
▼
幼
稚
園
の
入
園
を
き
っ

か
け
に
子
育
て
を
考
え
る
▽
日
時
1110

月
2
日
午
前
10
時
40
分
＼
午
後
0
時
10

分
※
先
着
30
人
ま
で
保
育
あ
り

(
1
人

700
円
、
要
予
約
）
竺
受
付
ス
タ
ッ
フ
募
集

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場
11

同
セ
ン
タ
ー
※
費
用
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ

ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

゜
ともに手をとり夢のあるまちに
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●おもしろ 10種目 ●体験グラウンドゴルフ ●スマイルボウリン
グ ●体力測定 ●トランポリンで遊ぼう ●ウォーキング体験教室

●おっかけ玉入れ ●けん玉教室 ●ストライクアウト ●キックタ
ーゲット ●みんなで綱引き ●チャレンジPK ●公園ウォークラ

リー ●みんなで準備体操 ●大きなシャポン玉で遊ぽう ●宇宙遊

泳
※このほかアトラクションとして響太鼓、お爾子（はやし）、中央大

学吹奏楽邸、のろし太鼓、一輪車、トランポリンもあります。

電車•••日野駅から徒歩 10分
バス...日野本町バス停から徒歩5分
車 ・・・仲田収卿諏車場から徒歩5分（周辺に臨時駐車場以外の
駐車湯がありません。混雑が予想されますので、車での来場はな
るべくこ運慮ください）

案内図
至立川駅

贋:日橋
市
民
陸
上
競
技
場

1 市民会館の催し翫誓品門舌予約は 1 市
で
は
21
世
紀
に
向
け
て
、
新
た
な

市
民
意
識
調
木
且
に
こ
協
力
を

10
月
1
0
H
は
「
体
育

の
日
」
。
こ
の

H
、
日

野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
ス
ポ
・

レ
ク
）
が
開
か
れ
ま
す
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め

る
種
目
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
当
日
参
加
で
き
ま

す。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1110
月
10
日
②
午
前
9
時
ー
午

後
3
時
15
分

▽
会
場
11
市
民
陸
上
競
技
場
（
案
内
図

参
照
）

▽
主
な
種

HII
別
表
の
と
お
り

▽
賞
11
ス
ポ
・
レ
ク
参
加
賞

▽
注
意

11
①
会
場
に
は
模
擬
店
・
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
②
雨
天
の
場
合

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
て
仲
田
小

体
育
館
で
行
い
ま
す

▽
問
合
せ
先

11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

9
秋
の
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い

9
月
21
日
①
s
3
0
日
因
に
、

①
高
齢

時

者
の
交
通
事
故
防
止
②
若
者
に
よ
る
二
▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

輪
車
の
交
通
事
故
防
止
③
シ

ー

ト

ベ

ル

▽

定

員
1
1
1
千
100
人

ト
の
着
用
の
徹
底
の
た
め
、

『秋
の
交
※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ

。

通
安
全
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
▽
問
合
せ
先

11
日
野
警
察
署

(6586.

こ
れ
に
合
わ
せ
て
日
野
市
、
日
野
警

o
l
1
0
)
／
市
管
理
課

察
署
と
日
野
交
通
安
全
協
会
で
は
、
交

V
9

通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

式
典
の
ほ
か
、
交
通
安
全
映
画
の
上
映
、

鼓
笛
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
の
公
演
（
桧

山
ゆ
り
・
写
真
）
が
あ
り
ま
す
。

▽
8
時
1
1
9
月
19
日
山
午
後
2
時
S
4

ー

モ
デ
ル
撮
影
会
と
コ
ス
モ
ス
写
生
会

市
民
参
画
で
行
わ
れ
た
コ
ス
モ
ス
ア

ベ
ニ
ュ
ー
事
業
の
会
場
を
使
い
、
モ
デ

ル
撮
影
会
と
写
生
会
を
行
い
ま
す
。
写

生
会
は
ク
レ
ヨ
ン
・
水
彩
画
の
み
で
、

小
・
中
学
生
が
対
象
で
す
。

▽
日
時
1
1
9
月
26
日
山
午
前
9
時
30
分

ー
午
後
0
時
30
分
※
小
雨
実
施
。
雨
天

の
場
合
は
27
日
（

▽
会
場
11
コ
ス
モ
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
会
場

（
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
西
側
緑
道
）
、

ふ
れ
あ
い
橋

▽
持
ち
物
11
写
生
会
は
画
板
、
絵
の
具
、

ク
レ
ヨ
ン
ほ
か
（
画
用
紙
は
当
8
会
場

で
配
布
。
作
品
の
提
出
は
11
月
30
日
由

ま
で
に
圏
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
へ
）

▽
問
合
せ
先
1
1
H
野
市
観
光
協
会
（
産

業
振
興
課
内
）

／
圏
日
野
市
環
境
緑
化

協
会
／
市
緑
と
清
流
課0

11 

＂
＊
フ
ィ
ル
春
を

よ
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

S
2
つ
の
塵
帝
・
攀
麗
な
る
エ
ン
ベ
ラ
ー
の
世
界

s

指
揮
・
小
林
研
一
郎

叩^
交響楽団

大
学
生
以
下

1
千
500
円

長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
や
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民

意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
郵
送

方
式
で
す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら

記
入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
結
果
は
、
全
市
あ
る
い

は
地
域
単
位
の
数
字
で
発
表
す
る
た

め
、
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
実
施
時
期
1
1
9
月
下
旬

▽
対
象
1120
歳
以
上
の
男
女

▽
定
員

1
1
3
千
人
（
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
き
無
作
為
抽
出
）

長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
こ
意
見
や

-3
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

よ
り
多
く
の
市
民
の
考
え
方
を
反
映

し
た
計
画
に
す
る
た
め
、
市
民
意
識
調

査
以
外
に
も
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
提
出
方
法
1110
月
3
0
8
①
ま
で
に
ハ

ガ
キ
か
封
書
で
。
日
野
市
役
所
企
画
調

整
課
(
〒

191
1
8
6
8
6
住
所
不
要
）
へ

以
上
▽
問
合
せ
先

11
企
画
調
整
課

R
眉

500
円

マ
ル
セ
太
郎
一
人
芝
居

ス
ク
リ
ー
ン
の
な
い
映
画
館

映
画
「
泥
の
河
」

.

mm3? 

平

野

啓

子

語

り

の

世

界

瀬
戸
内
寂
聴
作
「
し
だ
れ
桜
」

ほ
か
を
公
演

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
由
木
村

（
八
王
子
市
）
や
多
摩
村
（
多
摩
市
）

め
か
ご

で
は
農
間
に
目
籠
（
竹
で
編
ん
だ
器
）

の
生
産
が
盛
ん
で
、
七
生
村
（
日
野
市
）

で
も

一
部
に
み
ら
れ
た
。

目
籠
の
創
業
は
古
く
、
由
井
村
宇
津

貰
（
八
王
子
市
）
が
初
め
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
天
保
14
年
(
1
8
4
3
)
の

農
間
渡
世
の
古
文
書
に
、
宇
津
貰
に
5

ざ
る

人
の
旅
目
籠
渡
世
の
名
前
が
み
え
る
。

そ
の
後
目
籠
づ
く
り
は
宇
津
貰
か
ら

東
に
伝
播
し
て
い
っ
た
が
、
由
木
村
で

は
田
口
久
兵
衛
と
い
う
者
が
由
井
村
か

ら
伝
習
し
て
製
造
を
始
め
た
と
い
う
。
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咳

マ

]

セ

ク

ハ

ラ

は

の

受

け

止

め

方

、

感

じ

方

に

重

点

を

叩

4

●
 

．
 

叫

職

場

ぐ

る

み

で

根

絶

を

お

い

た

も

の

で

、

被

害
経
験
の
な
い
叩

＾
 

i

セ
ク
ハ
ラ
は
単
な
る
男
女
間
の
個
男
性
に
は
理
解
し
に
く
い
面
が
あ
り
[

i

人
の
問
題
で
は
な
く
、
雇
用
の
場
に
ま
す
。
こ
れ
は
女
性
を
「
性
の
対
象
」

[

i

お
け
る
「
性
的
い
や
が
ら
せ
」
▼

:0
▲
と
し
て
見
る
こ
と
か
ら
生

じ

[

i

を
指
し
ま
す
。
地

位

を

利

る

も

の

で

、

女

性

の

人

権

i

り
ま
す
。
男
性
本
人
-

｀
牲
猛
“

9

用

し

て

性

的

関

係

を

強

こ

対

す

る

侵

害

で

も

あ

i

；

す

る

対

価

型

や

‘

▲

ラ

▼

，

i

ヌ
ー
ド
雑
誌
な
ど
を
見

，

tt皆

｀

の
何
気
な
い
つ
も
り
の

t

1

せ
、
相
手
を
不
快
に
さ
せ
▼

:
0
▲

行

為
が
相
手
に
ど
う
思
わ
一

1

る
行
動
や
発
言
を

す

る

環

境

れ

る

か

を

確

か

め

る

こ

と

が

-

1

型
が
あ
り
ま
す
。

大

切
で
す
。
性
的
・
心
理
的
暴
力
を
-

1

セ
ク
ハ
ラ
は
も
と
も
と
、
行
う
者
根
絶
し
た
明
る
い
職
場
を
つ
く
り
ま
-▼

 

血
よ
り
「
い
や
が
ら
せ
」
を
受
け
る
者
し
ょ
う
。
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翌

詞
蘊
史
と
民
狛
⑮

c

謬
直

目
籠
づ
く
り
は
、
由
木
村
か

9
,

｀
梵
母
礎

：

ら
多
摩
村
・
鶴
川
村
・
稲
城
村

冨
摩
〖

凸

噂

言

＂

へ
と
伝
わ
り
、

一
部
は
由
木
村

＂
rぐ

か
ら
北
に
向
か
っ
て
七
生
村
の

｀
 

曇
i

―ふ

硲

南
平

・

三
沢
•
新
井
・
万
願
寺

，`
令
＞L

嘉
〗`
；

～

へ
と
入
っ
て
い
っ
た
と
い
う

因
賃

‘、
E
匝
、

畠
げ

に
摩
奮
｀
、
＇

（
『
多
摩
市
の
民
俗
』
メ
カ
イ

亨

＾
目
籠
＞
関
係
資
料
）
。

ご正

と
こ
ろ
で
、
明
治
20
年

(
l

襲曇

8
8
7
)
1
2
月
、
目
籠
仲
買
商

人
と
製
造
人
が
、
南
多
摩
を
東

fゞ

氣

g

,

`

,

g

u

、̀公
s
ぷ"

9
ヤ

〗
羞
｛

西
に
分
け
て
東
組
と
西
組
を
結

ぃ
疇
＇
索
．ふで

羹

成
し
、
相
互
に
侵
略
し
な
い
取

籠

胄言ぐ

、
9

9

ド
員
疇
，〗
4
令
べ

目
り
決
め
を
し
た
が
、
八

王
子
町
、

▲

宇
津
貰
村
を
含
め
た
西
組
の
商

，和

亨[汲ふ」[べ{,

人
連
盟
世
話
人
に
戸
屋
勝
五
郎

□書
唸
と
戸
．
，

と
も
う
1
人
が
な
っ
て
い
る
。

H籠
つ

く

り

と

困

民

党

戸
屋
勝
五
郎
は
平
山
村

(
B
野

市
）
の
人
に
間
違
い
な
い
。
明

治
17
年
後
半
か
ら
18
年
初
め
に
か
け
て

そ
う

じ
ょ
う

武
相
の
地
を
巻
き
込
ん
だ
農
民
騒
擾
事

件
、
武
相
困
民
党
の
村
の
代
表
者
の
ー

人
に
平
山
村
の
戸
屋
勝
五
郎
の
名
が
み

ら
れ
る
が
、
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。

武
相
困
民
党
は
17
年
9
月
に
結
成
さ

れ
た
。

3
人
の
指
導
者
の
も
と
に
村
の

世
話
人
が
お
り
、
平
山
村
の
責
任
者
が

戸
屋
勝
五
郎
で
あ
っ
た
。
戸
屋
が
2
年

後
の

20
年
に
目
籠
の
世
話
人
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
武
相
困
民
党
が
村
落
を
越

え
た
目
籠
仲
買
人
や
製
造
人
を
組
織
化

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
元
市
史
編
集
委
員
・
沼

謙
吉
）


